
ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～ 広  告

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角 

龍
平
） ▲米軍による柊原地区の空撮（白い点線部分が塩田）

産
業
振
興
の
ひ
と
つ

　

天
保
７
（
１
８
３
６
）
年
作
成

の
「
垂
城
三
十
六
歌
撰
」
の
肝
付

啓
廸
の
和
歌
に
添
え
ら
れ
た
絵
に

は
、
揚
浜
式
に
よ
る
塩
造
り
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
海
辺
で

は
二
人
の
男
が
塩
田
を
掻
き
な
ら

し
、
小
屋
か
ら
は
塩
水
を
煮
詰
め

る
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
ま
す
。
垂

水
で
は
塩
田
を
潟
と
よ
び
、
垂
水

島
津
家
の
管
理
の
も
と
で
、
特
に

柊
原
や
浜
平
の
各
浦
で
は
揚
浜
式

に
よ
っ
て
塩
が
製
造
さ
れ
、
浦
人

の
上
納
に
は
塩
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
明
治
維
新
の
後
、
新
城
の

地
頭
と
な
っ
た
高
崎
正
風
は
産
業

振
興
の
中
に
製
塩
増
産
を
重
視
し

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 21回

垂
水
と
製
塩
業

ま
し
た
。
そ
の
後
、
塩
田
は
一
、二
、

三
等
地
と
し
て
田
地
と
同
額
の
年

貢
が
課
さ
れ
、明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
の
地
租
改
正
に
伴
い
、
塩
も
物

納
か
ら
金
納
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
、
塩
専

売
法
が
制
定
さ
れ
、
４
月
に
は
垂

水
に
塩
務
局
垂
水
出
張
所
に
よ
る

塩
収
納
が
始
ま
り
、
新
城
で
は
多

く
の
製
塩
組
合
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
10

月
に
は
専
売
局
鹿
児
島
収
納
所
垂

水
出
張
所
と
改
称
、
現
市
民
館
の

場
所
に
貯
蔵
庫
も
大
小
６
棟
ほ
ど

建
築
さ
れ
、
明
治
43
（
１
９
１
０
）

年
９
月
に
垂
水
塩
業
組
合
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
順
調

に
塩
の
生
産
量
が
伸
び
て
い
ま
す

が
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
の

桜
島
噴
火
災
害
で
量
目
は
前
年
の

３
分
の
１
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
頃
か
ら
安

い
外
国
塩
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
コ
ス
ト
高
の
揚
げ

浜
式
塩
田
は
全
国
的
に
廃
止
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
９
月
、

垂
水
地
区
で
は
塩
業
組
合
が
整
理

さ
れ
、
翌
年
９
月
に
は
垂
水
出
張

所
地
区
の
塩
田
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
同
じ
く
12
月
に
は
新
城
の
塩

業
組
合
も
解
散
し
ま
し
た
。

戦
後
の
生
活
を
支
え
る

　

垂
水
の
製
塩
が
再
び
活
気
づ
く

の
は
太
平
洋
戦
争
後
で
す
。
昭
和

20
（
１
９
４
５
）
年
、
垂
水
中
心

部
の
大
空
襲
で
家
屋
は
大
部
分
が

焼
か
れ
、
ま
た
枕
崎
台
風
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
農
作
物
も
大
き
く

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
戦
地
か
ら

の
復
員
軍
人
、
引
き
揚
げ
者
の
人

口
増
で
深
刻
な
食
糧
不
足
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
塩
の
値
段
が
急

騰
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
復
員
軍
人

や
引
き
揚
げ
者
を
中
心
と
し
て
垂

水
の
海
岸
は
い
た
る
と
こ
ろ
製
塩

で
活
気
づ
き
ま
し
た
。
垂
水
の
人
々

は
塩
を
か
つ
い
で
県
内
や
米
処
の

北
九
州
に
ま
で
出
か
け
、
物
々
交

換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
の
米

軍
機
に
よ
る
空
中
写
真
に
は
、
海

岸
線
に
塩
田
が
広
が
っ
て
い
る
の

が
確
認
で
き
、
戦
後
の
生
活
を
支

え
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
す
。
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